
　

７
月
７
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
に
届

い
た
事
故
一
報
は
２３
件
２３
名
。

　

転
倒
が
９
名
（
無
雪
期
７
名
、
登
攀

２
名
）。
転
落
が
２
名
（
無
雪
期
１
名
、

室
内
ジ
ム
１
名
）。
滑
落
が
５
名
（
無

雪
期
１
名
、
沢
登
り
４
名
）。
体
勢
が

３
名
（
訓
練
１
名
、
沢
登
り
２
名
）。

落
石
が
１
名
（
登
攀
１
名
）。
そ
の
他

３
名
。

　

登
山
形
態
で
は
、
無
雪
期
１０
名
、
登

攀
２
名
、
沢
登
り
９
名
、
人
工
壁
１
名
、

訓
練
１
名
。
傷
病
名
は
、
骨
折
１０
名
、

損
傷
３
名
、
裂
傷
１
名
、
打
撲
６
名
、

そ
の
他
３
名
。
男
性
１１
名
、
女
性
１２
名
。

　

所
属
連
盟
は
、
東
京
４
名
。
道
央
・

千
葉
・
神
奈
川
が
各
３
名
。
大
阪
２
名
。

道
東
・
岩
手
・
栃
木
・
群
馬
・
石
川
・

愛
知
・
京
都
・
鹿
児
島
が
各
１
名
。

　

年
齢
は
、
４０
代
３
名
、
５０
代
８
名
、

６０
代
７
名
、
７０
代
４
名
、
８０
代
１
名
。

　

今
年
６
件
目
の
死
亡
事
故
の
一
報
が

入
っ
た
。
丹
沢
の
沢
登
り
で
の
滑
落
事

故
だ
っ
た
。
事
故
者
は
、
単
独
で
高
巻

き
を
行
い
滝
の
落
ち
口
と
同
様
の
高
さ

１５
ｍ
程
を
滑
落
し
死
亡
し
た
。
悪
い
高

巻
き
を
、
単
独
で
登
攀
し
た
事
に
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
が
今
後
の
所
属
会
で

の
検
証
を
待
ち
た
い
。

　

今
回
は
、
沢
登
り
の
事
故
が
９
件
発

生
し
転
倒
・
体
勢
が
４
件
、
滑
落
が
４

件
発
生
し
て
い
る
。
猛
暑
の
日
が
多
く

沢
登
り
の
機
会
が
増
え
る
が
慎
重
な
行

動
で
転
倒
・
滑
落
を
避
け
て
頂
き
た
い
。

　

登
攀
で
は
、
ビ
レ
イ
デ
バ
イ
ス
が
原

因
の
事
故
が
発
生
し
た
。
ル
ベ
ル
ソ
を

使
用
し
て
降
ろ
そ
う
と
し
た
時
に
ロ
ー

プ
が
一
気
に
流
れ
墜
落
し
た
。
器
具
の

基
本
的
な
操
作
方
法
に
問
題
が
無
か
っ

た
の
か
。
事
故
の
詳
細
に
つ
い
て
、
所

属
会
の
事
故
調
査
に
よ
り
検
証
を
行
っ

て
頂
き
た
い
。

　

登
山
口
駐
車
場
で
の
事
故
が
発
生
し

た
。
毎
年
繰
り
返
し
起
き
て
い
る
が
、

十
分
な
注
意
を
す
れ
ば
防
げ
る
事
故
で

あ
り
入
山
前
の
準
備
に
は
特
に
注
意
を

お
願
い
し
た
い
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

２
年
度
も
４
団
体
主
催
の
「
第
５
回
南

ア
ル
プ
ス
写
真
展
」
を
開
催
す
る
。
リ

ニ
ア
計
画
に
よ
り
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然

や
環
境
を
守
る
た
め
一
般
市
民
に
も
分

か
る
手
立
て
と
し
て
５
年
前
か
ら
４
団

体
が
連
携
、
結
束
し
て
写
真
展
を
行
っ

て
い
る
。
リ
ニ
ア
計
画
に
よ
り
、
南
ア

ル
プ
ス
の
地
下
水
位
が
３
０
０
ｍ
低
下

し
、
残
土
は
大
井
川
の
河
川
敷
に
捨
て

ら
れ
世
界
遺
産
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
へ
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。「
南
ア

ル
プ
ス
は
静
岡
の
宝
」
と
称
し
て
各
団

体
Ａ
４
～
全
紙
の
大
き
さ
で
カ
ラ
ー
モ

ノ
ク
ロ
問
わ
ず
１
２
０
点
程
持
ち
寄
り

秋
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
１
週
間
展

示
す
る
。
既
に
４
回
開
催
し
た
が
、
毎

回
８
０
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
が
あ
り

ト
ー
タ
ル
で
は
３
千
人
以
上
の
来
場
者

が
写
真
展
を
観
て
い
る
。
後
援
は
静
岡

県
・
静
岡
市
で
静
岡
新
聞
・
中
日
新
聞

な
ど
に
も
取
材
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

会
場
内
で
県
の
自
然
保
護
課
が
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
た
映
像
を
流
す
な
ど
幅
を

広
げ
た
写
真
展
を
開
催
す
る
。

（
竹
本
幸
造
／
全
国
自
然
保
護
委
員
長
）

○
遭
難
対
策
部

　

今
年
６
件
目
の
死
亡
事
故
発
生

2022 8

フ
ォ
ー
ム
の
改
善
）、
基
金
担
当
者
向

け
と
一
般
労
山
会
員
向
け
の
説
明
で
き

る
施
策
を
、
労
山
基
金
制
度
の
特
殊
性

か
ら
丁
寧
な
説
明
が
必
要
、
な
ど
多
く

の
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
基
金
運
営

委
員
会
で
は
、
労
山
基
金
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
基
金
担
当
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
Ｊ
Ｗ

Ａ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
、
質
疑
応
答
を
中
心
に
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
実
施
な
ど
を
準

備
し
て
会
員
の
期
待
に
応
え
た
い
。

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
「
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」

第
５
版
発
刊

　

今
年
度
の
委
員
会
重
点
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
ハ
イ
キ

ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
第
５
版
の
改
訂
作
業
が
終

わ
り
、
本
誌
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
注
文
を
受
け
ら
れ
る
。
今
回

の
改
訂
版
の
目
玉
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
に

ス
マ
ホ
を
ど
う
活
用
す
る
か
」
プ
ロ
ガ

イ
ド
の
知
恵
も
借
り
て
新
し
い
項
目
を

加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
、
今
後
の
為
に
も
ご
意
見
、
ご
質

問
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交

流
集
会
が
、
１０
月
１
日
（
土
）
～
２
日

（
日
）
に
山
口
県
連
盟
主
管
で
山
口
県

セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
。
記
念
講
演
は
ス
マ
ホ
活
用
登
山
に

詳
し
い
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
木
元
康
晴
氏
。

分
科
会
は
①
会
・
ク
ラ
ブ
運
営
と
会
員

拡
大
②
山
行
活
動
に
つ
い
て
③
安
全
登

山
の
た
め
に
を
予
定
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
私
の
今
年
の
山
行
回
数
は

講
習
会
を
含
め
て
、
１
月
か
ら
８
月
ま

で
の
間
で
５０
回
を
超
え
た
。
栃
木
県
と

い
う
地
理
上
の
特
性
か
ら
、
無
雪
期
の

日
帰
り
は
も
ち
ろ
ん
、
雪
山
、
藪
漕
ぎ
、

沢
登
り
、
テ
ン
ト
泊
と
多
様
な
山
行
を

楽
し
め
、
ま
た
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
も
お
お
む
ね
１
～
２
時
間
。
ま
こ
と

に
登
山
愛
好
者
に
と
っ
て
は
、
恵
ま
れ

た
地
域
に
居
住
し
て
い
る
と
思
う
毎
日

で
あ
る
。

（
八
木
澤
昌
通
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

○
自
然
保
護
委
員
会

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
か
ら

　

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
る

　

静
岡
県
内
に
は
、
労
山
は
じ
め
（
公

社
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
静
岡
支
部
、（
一
社
）
静

岡
県
山
岳
Ｓ
Ｃ
連
盟
、
静
岡
市
岳
連
盟

の
４
つ
の
山
岳
団
体
が
あ
る
。
２
０
２

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催
し
て

　

２
０
２
２
年
第
３５
回
全
国
連
盟
総

会
に
お
い
て
、「
全
国
的
な
開
催
単
位

と
し
て
、
会
・
ク
ラ
ブ
基
金
担
当
者
へ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
務
説
明
会
を
開
催
す

る
」
説
明
会
の
第
１
回
目
を
７
月
２０
日

１９
時
００
～
２０
時
００
に
実
施
し
た
。

　

参
加
者
１
５
７
名
（
資
料
請
求
者
の

み
も
含
む
）
実
参
加
者
１
４
０
名
で

あ
っ
た
、
事
前
の
質
問
事
項
も
考
慮
し

つ
つ
、
労
山
基
金
の
歴
史
・
概
要
、
実

務
の
説
明
を
行
な
っ
た
。
時
間
の
関
係

で
質
疑
応
答
の
時
間
は
取
れ
な
か
っ
た

が
、説
明
会
終
了
後
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

運
営
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集

計
し
て
要
望
に
答
え
、
労
山
基
金
制
度

の
改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
あ
っ
た
ご
意
見

は
、
他
の
山
岳
保
険
と
の
違
い
と
優

位
性
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良

か
っ
た
が
地
方
連
盟
で
実
施
し
て
き
た

よ
う
に
対
面
式
で
の
実
施
を
、
事
故
事

例
な
ど
を
含
む
実
務
の
説
明
に
時
間
を

割
い
て
欲
し
い
、
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
（
給
付
申
請
書
や
事
故
一
報
な
ど
の
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善
）、
基
金
担
当
者
向

け
と
一
般
労
山
会
員
向
け
の
説
明
で
き

る
施
策
を
、
労
山
基
金
制
度
の
特
殊
性

か
ら
丁
寧
な
説
明
が
必
要
、
な
ど
多
く

の
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
基
金
運
営

委
員
会
で
は
、
労
山
基
金
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
基
金
担
当
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
Ｊ
Ｗ

Ａ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
、
質
疑
応
答
を
中
心
に
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
実
施
な
ど
を
準

備
し
て
会
員
の
期
待
に
応
え
た
い
。

（
陶
山
正
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
「
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」

第
５
版
発
刊

　

今
年
度
の
委
員
会
重
点
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
ハ
イ
キ

ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
第
５
版
の
改
訂
作
業
が
終

わ
り
、
本
誌
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
注
文
を
受
け
ら
れ
る
。
今
回

の
改
訂
版
の
目
玉
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
に

ス
マ
ホ
を
ど
う
活
用
す
る
か
」
プ
ロ
ガ

イ
ド
の
知
恵
も
借
り
て
新
し
い
項
目
を

加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
、
今
後
の
為
に
も
ご
意
見
、
ご
質

問
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
第
２３
回
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交

流
集
会
が
、
１０
月
１
日
（
土
）
～
２
日

（
日
）
に
山
口
県
連
盟
主
管
で
山
口
県

セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
。
記
念
講
演
は
ス
マ
ホ
活
用
登
山
に

詳
し
い
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
木
元
康
晴
氏
。

分
科
会
は
①
会
・
ク
ラ
ブ
運
営
と
会
員

拡
大
②
山
行
活
動
に
つ
い
て
③
安
全
登

山
の
た
め
に
を
予
定
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
私
の
今
年
の
山
行
回
数
は

講
習
会
を
含
め
て
、
１
月
か
ら
８
月
ま

で
の
間
で
５０
回
を
超
え
た
。
栃
木
県
と

い
う
地
理
上
の
特
性
か
ら
、
無
雪
期
の

日
帰
り
は
も
ち
ろ
ん
、
雪
山
、
藪
漕
ぎ
、

沢
登
り
、
テ
ン
ト
泊
と
多
様
な
山
行
を

楽
し
め
、
ま
た
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
も
お
お
む
ね
１
～
２
時
間
。
ま
こ
と

に
登
山
愛
好
者
に
と
っ
て
は
、
恵
ま
れ

た
地
域
に
居
住
し
て
い
る
と
思
う
毎
日

で
あ
る
。

（
八
木
澤
昌
通
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

○
自
然
保
護
委
員
会

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
か
ら

　

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
る

　

静
岡
県
内
に
は
、
労
山
は
じ
め
（
公

社
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
静
岡
支
部
、（
一
社
）
静

岡
県
山
岳
Ｓ
Ｃ
連
盟
、
静
岡
市
岳
連
盟

の
４
つ
の
山
岳
団
体
が
あ
る
。
２
０
２

○
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
催
し
て

　

２
０
２
２
年
第
３５
回
全
国
連
盟
総

会
に
お
い
て
、「
全
国
的
な
開
催
単
位

と
し
て
、
会
・
ク
ラ
ブ
基
金
担
当
者
へ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
務
説
明
会
を
開
催
す

る
」
説
明
会
の
第
１
回
目
を
７
月
２０
日

１９
時
００
～
２０
時
００
に
実
施
し
た
。

　

参
加
者
１
５
７
名
（
資
料
請
求
者
の

み
も
含
む
）
実
参
加
者
１
４
０
名
で

あ
っ
た
、
事
前
の
質
問
事
項
も
考
慮
し

つ
つ
、
労
山
基
金
の
歴
史
・
概
要
、
実

務
の
説
明
を
行
な
っ
た
。
時
間
の
関
係

で
質
疑
応
答
の
時
間
は
取
れ
な
か
っ
た

が
、説
明
会
終
了
後
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

運
営
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集

計
し
て
要
望
に
答
え
、
労
山
基
金
制
度

の
改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
あ
っ
た
ご
意
見

は
、
他
の
山
岳
保
険
と
の
違
い
と
優

位
性
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良

か
っ
た
が
地
方
連
盟
で
実
施
し
て
き
た

よ
う
に
対
面
式
で
の
実
施
を
、
事
故
事

例
な
ど
を
含
む
実
務
の
説
明
に
時
間
を

割
い
て
欲
し
い
、
事
務
手
続
き
の
簡
素

化
（
給
付
申
請
書
や
事
故
一
報
な
ど
の
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